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研究発表①

「DIPLOMA POLICYとFIELD WORKが交差するところ「DIPLOMA POLICYとFIELD WORKが交差するところ  
　　―卒業生の理想像を探って―」―卒業生の理想像を探って―」
報告者：アイリッシュ ジェフリー　経済学部教授（地総研所長）報告者：アイリッシュ ジェフリー　経済学部教授（地総研所長）

　本研究は、大学のディプロマ・ポリシー（卒業時に備えるべ
き能力）とフィールドワーク（実践的学習）の関係性に注目し
ながら、学生教育のあり方を問い直す試みです。とりわけ、看
護学部のディプロマ・ポリシーが他学部に比して豊富かつ具体
的であることを手がかりに、「課題解決力」だけではない「地域
の良さの発見」も重要視すべきとの指摘がありました。
　学生・教員・地域それぞれのフィールドワークに対するニー
ズの違いに着目し、その「すり合わせ」の必要性も提起。ま
た、教員側の学びの場の希薄さや、制度面での課題にも触れ、
制度整備と対話の必要性が浮き彫りとなりました。
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研究発表②

総括

地域と大学をつなぐ教育実践の可能性地域と大学をつなぐ教育実践の可能性  
― 持続可能な関係性構築に向けた多角的アプローチ―― 持続可能な関係性構築に向けた多角的アプローチ―  

「地域経済を持続可能な社会にしていくため「地域経済を持続可能な社会にしていくため
には何が必要か」には何が必要か」
報告者：平出 宜勝　経済学部准教授報告者：平出 宜勝　経済学部准教授

　観光動態のデータ分析を踏まえ、研究テーマは「持続可能
な地域経済の構築」にシフト。北海道夕張市を例に、鹿児島
県日置市の現状について、地域の自主財源の少なさや人口減
少といった「負のスパイラル」を克服するため、観光と輸出
産業の育成が鍵であると論じました。中でも、「基幹産業」と
「基盤産業」の違いを明確にし、域外から収入を得る移出・
輸出産業の重要性を強調。また、産業クラスターの視点か
ら、特産品と関連産業の連携による地域経済の強化にも言及
しました。
　学生とともに現地企業を訪問し、輸出に対する課題や可能
性を探ることで、教育的意義と地域貢献の両立を目指してい
ます。

「企業と地域の持続可能な連携「企業と地域の持続可能な連携  
―チームの多様性と同質性がフィールドワークに及ぼす影響―」―チームの多様性と同質性がフィールドワークに及ぼす影響―」

報告者：樋口 晃太　経済学部講師報告者：樋口 晃太　経済学部講師

　本研究は、経営組織論を大学教育のフィールドワークに応用
し、学生チームの多様性が活動成果に与える影響を探るもので
す。MBTI診断を用い、性格の異なる学生を組み合わせたチーム
と、同質的なチームの比較実験を実施。創造性、満足度、心理
的安全性などを評価指標に据え、実証的な分析を進めていま
す。企業組織との違い（活動時間、メンバー構成、役割分担の
有無など）を整理しつつ、フィールドワークにおけるチーム編
成のあり方を再考する視点を提示。今後は、定性的なインタビ
ューを加えて、より深い考察を行っていく予定です。

　三つの研究はいずれも、「持続可能な地域との関係性構築」という共通の問題意識を持ちつつ、それぞれ異な
るアプローチから課題に向き合っていました。アイリッシュ所長は教育理念と制度、平出所員は経済と政策、
樋口所員は組織と実践の観点から、フィールドワークを基軸に多角的な問題提起を行っています。
　本報告会は、地域と大学、そして学生をつなぐ教育実践のあり方を多面的に見つめ直す貴重な機会となりま
した。それぞれの研究が互いに補完し合う形で展開され、実り多い意義ある時間でした。今後の展開が期待さ
れます。
　川﨑所員、稻留所員、内山所員の発表は次回所員会議（4月21日）で行います。
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